
 
 

 

 

・全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析することによって、国や全ての教育

委員会における教育施策の成果と課題を分析し、その改善を図る 

・学校における個々の児童生徒への教育指導や学習状況の改善・充実等に役立てる 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 

 

   令和４年４月１９日(火) 
 

公立小学校   ７５２校 第６学年（６４５校 第６学年） 

公立中学校   ３７３校 第３学年（３１９校 第３学年） 

合   計 １，１２５校 （９６４校） 

※義務教育学校・特別支援学校を含む。また、（ ）内は千葉市を除いた数である。 

 

    ①教科に関する調査 

【小学校】国語、算数、理科【中学校】国語、数学、理科 

            ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査、学校に対する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和４年度調査の概要 

（２）調査実施日 

（３）本県の実施状況 

（４）調査内容 

２ 令和４年度の代表的な設問例 

（１）小学校国語 

具体的な設問例 

指導改善のポイント 

○【書くこと】経験を基に考えたことを書く 
（大問３ 六年生としてがんばりたいこと）  

（１）調査の目的 

調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な事項を具体的に

示すものであり、教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等

に役立てるという視点から、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的

に示すメッセージとなる問題が出題されている。 

二 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける問題 

本県正答率:37.1％ 

自分の文章のよいところとして、第１・２学年では「内容や記述などに見られる具体的な 

よさ」、第３・４学年では「書こうとしたことの明確さ」、第５・６学年では「文章全体の構成

や展開の明確さ」などを見付けることができるように、系統的に指導することが大切です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の場面に対応させながら割合について理解したり、図や式などを用いて基準量と比較

量の関係を表したりすることができるように指導することが大切です。 

（2）小学校算数 

指導改善のポイント 

【変化と関係】二つの数量の関係について考察すること 
（大問２ 果汁の割合） 

(３) 数量（飲み物の量）が変わっても割合（飲み物の濃さ）は変わらないことを理解して 
いるかを問う問題 

本県正答率:20.5％ 

観察、実験の結果を、自分や他者の気付きを基に分析して、解釈し、問題を見いだすこと

ができるようにするために、それぞれの気付きを明確にし、主に差異点や共通点を基に問題

を見いだす場面を設定することが大切です。  

指導改善のポイント 

【生命】自然の事物・現象を気付きの視点で分析・解釈 
（大問１ 生命に関する問題） 

(５) 育ち方と主な食べ物の二次元の表から気付いたことを基に、昆虫の食べ物に関する問題 
を見いだして選ぶ問題 

（3）小学校理科 

本県正答率:64.9％ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本や資料から文章や図表などを引用する必要がある言語活動の中で、引用の際には引用箇

所をかぎかっこ（「」）でくくること、出典を明示すること、引用部分を適切な量とすること

などについて確認するとともに、引用する目的や効果について考えるように指導することが

大切である。それらを踏まえて、意見文などを書く際に、自分の考えを支える根拠として資

料を適切に引用することなどができるように指導することが大切です。 

（4）中学校国語 

指導改善のポイント 

【書くこと】【情報の扱い方に関する事項】意見文を書く 
（大問２ 先端技術との関わり方） 

三 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く問題 

本県正答率:44.8％ 

箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることができるようにするために、複数の集団のデータ

の分布を比較する場面を設定し、データを整理して箱ひげ図に表し、データの分布の傾向を

比較して読み取る活動を充実することが大切です。 

指導改善のポイント 

【データの活用】データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断 
すること        （大問 7 コマ回し） 

(２) 箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータの個数と散らばりの程度について、 
正しく述べたものを選ぶ問題 

（5）中学校数学 

本県正答率:43.4％ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）調査実施日    令和５年４月１８日(火) 

 

（２）調査内容     ①教科に関する調査 

【小学校】国語、算数 

【中学校】国語、数学、英語 

           ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 

学校に対する調査 

 

考察の妥当性を高めるために、実験結果の処理について振り返り、例えば測定する間隔や

範囲などの改善の視点を明確にした上で、実験の計画を検討して改善する学習活動を充実す

ることが大切です。  

（6）中学校理科 

指導改善のポイント 

【エネルギー】押して使うばねを科学的に探究する 
（大問５ ｢エネルギー｣を柱とする領域）  

(３) 磁気ばねの実験で得られた考察の妥当性を高めるために、測定値の増やし方について、 
測定する間隔や範囲の視点から実験の計画を検討して改善できるかどうかをみる問題 

本県正答率:39.6％ 

３ 令和５年度調査の予定 


